
                                

 

                                                          

  
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の実態や体力・運動能力調査等から
明らかになった課題 

○男子の新体力テスト体力合計点47点を目指す。 

○女子の新体力テスト体力合計点47点を目指す。 

 

 

達成目標 

 
 

 

・山間部にある小規模校。 

・冬期（１１月下旬～３月中旬）は，積雪の

ため運動場で体育をすることはできない。

また，遊ぶこともほとんどできない。 

学 校 の 状 況 
 

 

① 体育科での取組 

 ・昨年度の記録を目標値にして記録に挑戦する意欲を持たせる。 

 ・準備運動の中に，ランニングや補強運動を取り入れる。 

 ・運動量を確保し，体力向上を図る。 

 ・体育祭，スキー教室などの行事を通して体力向上に関心を持たせ，日常生活の中で運動を取り入れていく雰囲気を

つくる。 

② 委員会活動での取組 

・生活保健委員会の取組として，「全校レク」を行い，体を動かす楽しさを味わわせ，運動を奨励する。 

③ 部活での取組 

 ・年間を通し，体力を高めるために計画的に，基礎トレーニング・ラダー・ストレッチ・シャトルラン・なわとび等

を行う。 

④ 家庭・地域との連携 

・学校での取組を「ほけん便り」等でお知らせし，連携して取り組む。 

・長期休業中も家庭において運動をする習慣を身に着ける。 

 ・肥満や生活習慣は、家庭、診療所、学校で連携 

 

 

 

・休憩時間は室内で過ごすことが多い。 

・生徒全員が卓球部に所属している。 

・ほとんどの生徒は朝食を毎日摂取している

が，欠食のまま登校する生徒もいる。 

・肥満度は２０％である。 

・ゲーム機や携帯などの利用で生活習慣が乱

れている生徒もいる。 

生徒の運動・生活習慣の実態 

 

・家庭に帰ると運動をする機会がほとんどない。 

・男子は,「上体起こし」「反復横跳び」「50ｍ走」

「立つ幅跳び」で県平均を上回ったが，「握力」「長  

座体前屈」「ハンドボール投げ」は著しく劣ってい

た。 

・女子は，県平均かつ全国平均を下回った。 

・体力テストを分析させ、数値の低いものに対して

は、３分間のトレーニングに数値の低い種目の動き

につながるトレーニングを実施している。 

・保健体育の授業では3分以上のランニングを必ず

入れるようにしている。 

広島県体力・運動能力，運動習慣等
調査結果との比較から 

取組事項 

 

・冬期は，雪が多く運動場がほとんど使えない

実態がある。 

・「早寝」「早起き」「朝ごはん」等の大切さを引

き続き保護者に伝えていき，基本的生活習慣

を確立する必要がある。 

・体力の現状を理解させ，授業・部活以外でも，

課題意識をもって運動に取り組む習慣作りが

必要である。 

            

 

・生徒指導部（生徒指導主事，保健主事，体力つくり推進リーダー）を中心とした体制で取組の推進を図る。 

・学期ごとに取り組みを検証し，改善や充実を図っていく。 

体 制      

 

                       

・運動をすることが好きな生徒が増える。 

・新体力テストなどの記録向上が期待できる。 

・体を動かす時間の増加により，家庭での生活習慣、食生活の改善が期待できる。 

・家庭、診療所，学校が連携することによって共通理解ができる。 

期待される効果 

廿日市市立吉和中学校 



 

 

 

 

                   ～３月     ４月      ５月          ６月       ７・８月     ９月        10月      11月      12月 

          

①【体育科・保健体育科】 
 

         

②【教科外】      

 

 

    

③【日常生活等】          

④【家庭・地域との連携】          

 

結果分析・計画立案 

計画に基づき実施 
新体力テストの実施 
結果分析 

Plan 

評価 

見直し・次年度の計画 

Do Check Action Check 

見直しと改善計画の立案 

計画に基づき実施 

Plan Do Action 

○男子の新体力テスト体力合計点47点を目指す。 

○女子の新体力テスト体力合計点47点を目指す。 

 

達成目標 

廿日市市立吉和中学校 

様式② 

部活動の中で基礎トレーニング 

年間を通し，部活動の中で，基礎トレーニング，シャトルラン，バ 

ランスポール，持久等に計画的に取り組み体力の向上を図る。 

 

 

長期休業後の学期始めに基本的生活習慣の大切さを「ほけ

ん便り」等で伝えたり，家庭訪問で児童の生活の様子を聞

いたりして，保護者と共に取り組んで聞く基盤を作る。 

 

運動会に向けて異年齢による「ソ

ーラン」グループを作り，休憩時

間など，自主的に練習できるよう

にする。 

毎時間，準備運動に体ほぐしと走・跳・

柔軟性・巧緻性を高める運動を取り入

れる。 

体つくり運動，走・跳の運動 

ボール運動系 

水泳 
ボール運動 

器械運動系 

走る運動系 

遊び奨励 パートⅠ 

児童生徒会委員会活動を中心として外遊

びを奨励する。生活保健委員会による全校

レクなどを連携して企画し取り組む。 

遊び奨励 パートⅡ 

いろいろな遊びを紹介

し，外遊び・集団遊びを

奨励する。 

遊び奨励 パートⅢ 

体育館での遊びを紹介

し，体を動かす事を奨励

する。 

ベースボール型のゲームをし，
楽しさを味わわせ，体力の向上

を図る。 

夏休み中の集中練習

を企画し，泳力と体力

向上を図る。 

室内でもできるストレ

ッチなどを継続的に行

う。 

手洗いやうがいなど，健康面に

関するお願いや学校で様子を保

護者に伝え，共に取り組む。 

毎時間，準備運
動に体ほぐしと
走・跳・柔軟性
を高めるの運動
を取り入れる。 
 

個人目標を設定し，

長距離走に取り組ま

せる。 

年間を通し，なわとび・ジョギン

グを奨励し，巧緻性・持久力の向

上を図る。 

夏休み中，毎日の運動を設

定させ体力の向上を図る。 

ボール運動系 

ネット型のゲームをし，楽しさ

を味わわせ，コンビネーション
プレイや体力の向上を図る。 

スキー教室 
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